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日  時 54年 8月 5日

AM 09:00分

浅野 ドライブイン

吉野川流域にて飯合炊 さえ

徳島県脇町近辺

集合場所

行  先
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飯 合 を お持 ちの方 は御持 参下 さい。

副食 品は用意致 して居 ります。

多数 の御 参力「
`を

お待 ち致 して居 ります。

交 通 安 全

09:00集 合

高等専門学校西の呑東‖1河川敷

参加資格 ① 2人 1組で参加のこと。

② うち1名 はアマチュア無線局長又はSWLである

こと。

③ その他に家族の同乗は可。

④ 周波数 144ME%帯 使用

参 加 費    1台 につきY500

(注 )参 加車多数の場合は交通安全のため先着 50台まで とす る。

お 知 ら せ

香 川 クラブ フィル ド ミーティ ング
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量 島 寺 の 思 い 出 Z2

JA5RYG 石川 茂男

それが ,今お話 した大三郎狸 で した。その狸は ,「和尚 さん ,お 目醒 めで

しょうか ,私は,大三郎 と申しまして ,こ の屋島寺 に九百年あま りお仕 えし

ています。」私は余 りのびっくりに,「 うんうん。」と返事にならない返事

にをしていました。すると,そ の大三郎狸は,「今日は和尚さまが,こ の屋

島寺の第二十八代の住殿さまになられたお祝に うかがいました。」「 何かお

祝いの品でもさし上げたいのですが,いかんせん,私は狸の身,何 にも持ち

合せていないのが残念です。そのかわ りに和尚さんに珍 らしい,絵巻物のよ

う′:∫ ものを,お見せしましょう。」 と言って大三郎狸が案内してくれたのが

「 ほれ ,こ の客問か らも見えるそのたでしてなっ」と言 って住職さんが案内

してくれた庭は,真 自であた リー面に雪がふった様な感じであった。普通 ,

魔 と言 うと土の色が茶色か黒色,或 るいは苔のこい緑なのだが,こ の屋島寺

の庭は ,あ た リー面が真 自である。和尚さんの話によると何で も凝灰岩か ,

この庭全面 をおお っていてそれで白いのだそ うである。

私は庭に出て見てびっくりしま した。いつ もの庭がな くて海になってい る

です。そして海には幾艘 もの舟が浮かんでいま した。 こちらの方の舟には ,

赤い旗がたち沢山の女官や武者が乗 ってお り,向 うの舟には白い旗が立 ち,

鎧兜で身をかためた武者が沢山乗 っています。乗 ってい る人の顔 を見 ると歴

史 で習 った源義経 ,那須の与―の顔 も見えます し,佐藤継信の顔 も見えまし

た。あちらの方の舟にはおそれおお くも安徳天皇 をはじめ能登守教経,菊王

丸の顔が見えました。そ うです。源氏 と平氏の武者達なのです。両方で何か

大 きな声で話 し合 っていましたが しば らくするとこちらの方か ら女官を乗せ

た一捜の舟が進み出て,両者のほぼ中央当た りで止 ま りました。 目をこらし

てよく見ると舟のへ さきに一人の女官が立 ち,その そばに高 く 1本の竿が立

て られ ,等の先端には 日の丸を描いた扇があ りま した。やがて向 う側か ら馬
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に乗 った若武者が進み出て矢 を
‐
放てば扇.に 当 ったので しょうか ,扇 が一 きわ

高 く舞い上 っ
｀
てか ら花びらのように海に散 りま した。それからは双方の舟が入 り

乱れて合戦 ,義経が舟 を次か ら次へととんだりしていました。ものの 2時間 も戦い

が続 きましたで しょうか ,こ ちらの平家の舟は左の方ヘーせいに逃げ初めそ

れを源氏の軍勢が追 っていきました。やがて源氏の最後の一般の舟が向 うの方へ

消えます と後はいつ も見なれてい る瀬戸内海の景色が残 るばか りでした。

私は源氏 と平家が八百年の音に この屋島で行 った源平合戦の模様 をこの庭

でまのあた りにに見たわけです。「 トン」 とい う音が聞 こえると今迄見えて
こうこう

いた瀬 戸内海 はまるで潮 が ひ くよ うにか き消 えて あ とには皓 皓 と日に照 らさ

れ た白い雲の庭 があ らわれ ま した。私 はま るで狐 に化 か された様 で した。 い

や狸 に化か され た様 で した。

そ して何時 か ら居たのか大三郎狸 が私の側に坐 ってい て

「和尚さん,源平合戦は如何でしたか。」

と神妙な顔をして言 うので私は源平合戦の興奮 もさめや らず ,ま るで侍大将

にもなった様な口吻で

「 見事じゃ,見事。ほめてとらすぞ。」

と,言 ったものでした。

「 あれ程上手に化けられるお前は四国―,い や日本一の狸 じゃ。」

と,大三郎狸を誉めます と大三郎狸は一寸恥かしそうに下を向いて

「私 も,一度だけ失敗があります。」

と,い うのでいやがる大三郎狸に無理に頼み込んで話を聞いたものです。

それは,今か ら300年 ほど前の春のことです。阿波の金長が狸試合を申

し込んできました。「 何ですか狸仕合 とは。」和尚さんは,わ からないので

狸に開きますと,狸仕合 とは尻尾に白いもののある,つ まり自由自在に化け

けることができる狸同士が化け比べをすることだそうである。そこで狸試合

の当日太三郎は,お得意の源平合戦を演 じて見せました。金長狸は,大三郎

の源平合戦を見て手を叩いてほめたそうである。そこで大三郎が「 さあ,今
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度はお前の番だ。や って見 ろハ」 と,言 うと金長狸は「 実は今 日は,お腹が

少 し痛い。すまんが ,マ)し が化けるのは明 日に して。」 と,さ も腹が痛 そ う

に して懇願す るので,大三郎狸 も大将の貫禄 を見せて「 それな らば ,致 し方あ

るまい。それでは明夜 また ここで会お う。」 と,百 って別れよ うとすると,

全長狸は「 いや ,明 日昼の一時頃 ,長尾街道の松並の中央の高い松の枝に腰

かけて見ていて くれ ,わ しがその下を化けて通 るか ら。」 と,言 うので大三

15狂 は承知 しましたっさて当 日は ,大三郎狙が松の中程にある松に腰 をかけ

て待 っていました。約束の一時がす ぎたのに街 )11の 下には,人 一人 も通 りま

せえ ,大三F5狸 は「金長狸 め一体何 をしておることや ら,昨 日の腹痛が うえ

と喜 くな ったのかな。そ うでなければいいんだがな。」 と,人のいい,い や

狸のいい大三郎′t一人心配 していまずっ大分時間が経 って大三郎狸が ,こ れ

|よ 全長,の メ:芋言のI合 で も見に行 ってやろ うか と思 っ て腰 を浮か したところ ,

中|う の方か ら「下にい 一,下 にい一.」 と声が電えて彙ま したぅやがて市 と

共 |こ 現〔tた のは ,可接の畿■蜂須賀公の参■,交■の行列です。行列は ,先触

れ 、■
=1■ 強■ ら,馬 廻 り,砕 さまの1:亀 ,御女中などこ 々とltき ます。そし

て ,そ れ らの ,イ■ぞれが役 |こ あった衣実 を青て ,道具 を持 って ,成 厳 を正 し

て,11ん とうの段様の行列 のよ うです
()

太二郎聖は ,こ の行列 を見て ,約束の時間には少し遅れ たけれ ども,て っ

き り令長狸が化けた もの と思いこみました。多少,化 ける準備には時間がか

か ったけれ ど,よ く化けたわいと思いま した。

見れば見る程 ,そ の行列は立派で した。一人一人の供侍の衣裳の漠様 も違

うし,要 に差 してい る大小の刀のサヤの模様 も違 えは,時折 見える印籠 も作

りが違います。

殴様の乗ってい る駕籠 にはどこしてい る蒔絵 も,そ れは ,そ れはよく出来

ていて ,(1ん もの そっくりです。

はいてい る藁 ぞ うりのらびよ う,脚 はんについている土ばこうまで ,こ れ

以上の出来ばえはないぐらいです 、

-4-

ヽ、_



オ三郎犯 は ,

(こ れ程 ,金長が化けるのが うまいとは知 らなんだ。ほん とに ,よ く化け

た ものだ。 )

と,心の底か ら感心 しました。そこで,大三郎狙は,要 をかけていた松の本

か ら降 りて ,

「 金長 ′よくや った。よくやった。ほえ とにお前は上手だっ」

こ,1ま か りに ,手 を
'pき

,尻尾 を叩いて,liめ そや しましたっ

驚いたのは,行 列の人 々です。

芙をい うと,こ の行列は,金長狸が化けたのではな く,正真正銘 ,段様の

おL]入 りの行列であったのです。その行列の進む街道へ ,狼 が t｀ きな り飛 び

出 してきて,立上 り,前足 を叩いた り,尻尾で地面を口:い た りしていますっ

そして電
=で

地面をP「 く度に ,′ j、 さな石 ころや,砂 が飛んで きまで。

江戸時 l it:こ

`it,貴
■の行Fil■iる :■ |ま ,庶民 ;ま ,道■|の 両 =IT士

~F■
■‐

るのが習わ しです )そ :1を ,狸 が立 っていて,し か も,「:lli■■ いた |),IF

尾を振 った 1♪ して,小石 や砂 を飛ばしてくるのですか ら,行 ブリの供侍は答 り

ました。

ちoうけえ′

「 それ。 _1と い う供頭の侍の合図 とともに,六尺棒 を手に した中間が 4,

5人 ,行列か ら飛び出 して きて,よ ってたか ってその六尺棒で,大 三F5狂 を

な ぐりつけました。

大三菫|:狸 は,金長狸が化 けた もの と思 っていたので油新 してい るところを ,

「 ごつた ,ごつた。」 としたたかに大尺棒で ,思 い き りぶたれ ました。

「 金長 ,金長 ,何 をす るんだ。_|

と大声で叫んで も,い っこうにぶつのを上 めません。大三郎狸は ,し たた
.

かに,棒でぶたれ ,頭か ら足までヶガをして ,ほ うほ うの体で逃げ出しまし

た。屋島寺の我が家へ逃げ帰 って ,20日 余 りも寝込んで しまいました。

大三郎狸は,正直に ,長尾街道の松並で見た行列は,金長狸が化けた もの

と思い込んでいるか ら,今 もって,ぶ たれた理由がわか らない。
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「 あのおとなしい金長が,棒 をふるって,わ しをぶつはずがないんだか ,

どうしたのかなあ。」と金長狸のことを思っている。

そんな大三郎狸を,親友の浄願寺の秀狸が見舞いに来てくれました。

「大三郎さんや,ヶ ガの工合はどうじゃ。ちいっとは,良 くなったか。」

「 ありがとう,秀 さん。お蔭さんで,ケ ガの方は,毎 日良くなって,後 ,

少しのしんぼうだ。_」

「 ところで,秀 さん。わしは,一体何故ぶたれたのか,一向にわからんが ,

どうしてぶたれたんかのう()」

と質ねました。

「 聞 くところによると,金長狸 は,君 のお得意の源平合戦 を見て ,こ れで

:ま ,と て もの ことに勝てん。 どう, うまく化けて も,勝 ち日はない。 さりと

て ,あ っさり敗けましたと言 うのは ,日惜 しい。 そこで ,君 との試合の翌 日

に ,町波の段様の行列が,長尾街道の松並を通 るのを知 ってい ることを幸 い
,

■に,松の上か ら見物す るよ うに と言 って,自 分けさっさと,小松島へ帰 っ

たそうだ。」

「 そ うとは知 らぬ君が,松の上か ら,ほ ん ものの行列を見ていた訳だ。_1

「 だか ら,行列がよく出来ているのは ,当然の ことなんだよ。」

「 金長 は,君がず っと松の大の上で見てくれているもの とばか り思 ってい

たのに ,あ あゆ うことにな り,棒で叩かれて,気の毒なことをした ,と 言 っ

てるそうだ。_|こ れ を聞いた大三郎狸は ,

「「 金長め,わ しを開 したな。」 と怒 りましたが後の祭です。

その後 ,300年 {、と経 ってか らや っとのこと,浄願寺の秀 さんの取 りなし

で ,な んとか ,仲なお りをしました。が ,今 だに金長は気の毒が うているよ

うです。

和尚さんは,源平合戦や行列合戦の話は面 白くて熱心に問いていましたが ,

何分 に もここ数 日の徹夜の疲れがひどくて,浄′[1,i寺 の秀 さんが何 とかかんと

か と聞いてい るうちにいつ とはな し)敬民ってしまいました。 (つ づ く)
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